
CTstage導入による
ドットiの機能拡充

オープンインターネットサービス

「ドットi」は、ドットi仕様のPHS端末だ

けで、パソコンやPDAと同じようにホ

ームページを見たり、eメールを送受

信したり、インターネットを自由に楽

しむことができるというものだ。優れ

た通信品質と高速データ通信といった

PHSの特徴を活かすとともに、インタ

ーネットで標準的に採用されているプ

ロトコルであるTCP/ IP、PPP、

HTTP、POP3、SMTPを採用したオ

ープンな規格であることが大きな魅力

となっている。

「今までの携帯電話のインターネッ

トサービスでは、携帯電話会社が設け

たセンター経由でないとインターネッ

トに入っていけませんでした。今回の

ドットi端末ではドットi専用アクセスポ

イントの他に3件までのダイヤルアッ

プ設定ができるため、1つを個人が契

約しているプロバイダーに、もう1つ

を会社のイントラネットのアクセスポ

イントに設定するということが可能

で、自宅や外出先からそれぞれのメー

ルアドレスでeメール送受信ができる

など、使い勝手が大きく広がりました」

（東京通信ネットワーク株式会社 技術

部アステルサービス開発グループ マ

ネージャー 川端文雄氏）。

従来までのドットiのeメール着信通

知においては、eメールが来たことを

伝えるだけの機能しかもっていなかっ

た。一般ユーザーとしては、誰から送

信されたのか、タイトルや、添付ファ

イルの有無などを確認したいという要

望が強い。

こうしたことから、技術部では昨年春

から機能拡充に取り組むこととなった。

その時、川端氏たちの注目をひいたの

が、「これまでのサーバーではサポート

しておらず、唯一CTstageのみがサポ

ートしていた」というISDNのUUI

（User User Information）機能だった。

低コストと開発効率が
CTstage導入のポイントに

UUIはISDNのDチャンネルを使っ

てユーザー間で128バイト以下の短い

メッセージをやりとりする機能であ

る。通常の携帯電話メールサービスで

は、メール着信情報（差出人、タイトル

等）以外に、メール本文や添付ファイ

ルもユーザーに配信されるために、不

要なメールの転送料金もユーザー側に

課金されてしまう。UUI機能を利用す

れば、メールの着信情報だけをPHS端

末に通知し、ユーザーが必要なメール

だけを選択してアクセスできるように

なる。CTstageはまさにこのUUI機

能をサポートし、簡単に利用できるよ

うになっていたのだ。

「CTstageのハードウエアには、

ISDNの回線インターフェースが備わっ

ています。通常のUNIXサーバーにダイ

ヤルアップのアクセスサーバーをつけ、

回線をつなげるという構成を取ると、

東京電話アステルではこの2月1日より、オープンインターネットサービ

ス「ドットi」の機能拡充を行った。そのひとつがeメールサービスにおけ

るメール着信通知の高機能化で、PHSで簡単にメール送信者、タイトル、

添付ファイルの有無などが確認できるようになった。今期中に40万ユー

ザーを目指す、この大規模システムを支えているのが、沖電気の

「CTstage キャリア/ISPソリューション」なのである。
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アクセスサーバーの細かいコントロー

ルがUNIXサーバーからは制限されて

しまいます。その点、CTstageはすべ

てが1つのハードウエアで構成され、開

発に必要なモジュール群もデフォルト

で揃っており、一から作り込む必要が

なく、開発効率が非常に高いと言えま

す。トータルの導入コストを抑えること

ができ、後々のメンテナンスを考えた

時にも優位性があり、それが導入の大

きな動機になりました」（川端氏）。

CTstageがコンピュータ単体で

PBX機能を提供するUnPBXシステム

だからこそ、高いカスタマイズ性や保

守性、コストパフォーマンスが実現で

きる。しかも、Windowsをベースとし

たオープンCTI製品で、自身のAPIを

CT-APIとして公開し、各種オープン製

品との連携を実現しているので、カス

タマイズなどアプリケーションの開発

が容易なことも利点となっている。

電源の二重化、RAID化など
高可用性、高信頼性も実現

CTstage導入を核としたeメール着

信通知の高機能化により、メールの着

信日時、送信者のメールアドレス（先

頭20文字まで）、タイトル（全角20文

字程度）、メールサイズ（添付ファイル

含む）、着信通知の通知元サーバー名

などの情報を送ることが可能になっ

た。また、メールタイトルに則した至

急、返信要求などのアイコン画面表示

や、着信通知端末の電源が切れていた

り、電波圏外だった時のためのリトラ

イ機能も追加された。

昨年の12月15日よりサービスを開

始したドットi。春までに4万ユーザー、

今期中には40万ユーザーにまで拡大

していく計画だ。キャリア/ISP向けソ

リューションでは、大規模な収容回線

数、顧客数への対応や、システム拡張

に伴う性能向上や回線増設への容易な

対応、24時間365日の高可用性や高

信頼性も要求される。

「信頼性はやはり最も重視しました。

電源の二重化、ディスクのRAID化など

もしっかりしており、CTstageにより

高可用性も実現できたと考えています」

（川端氏）。

さらに、サーバー単位でシステムを

二重化し、1台が倒れても、もう1台で

サービスが続行できるようなn＋1構

成を取るなど、全体の構築にも工夫を

凝らした。ユーザー数の増加に伴い、

CTstageも順次増設していけるよう

な拡張性も備えているという。

「CTstageの市場での評価は非常に

高いですから、私たちが法人向けの営

業を展開する時には、アステルのPHS

とCTstageを組み合わせ、お客さまの

イントラネットを提案してゆくという

ように、ネットワークソリューション、

システムソリューションの一手段とし

て活用していければと思っています」

（川端氏）。

アステルの営業戦略のキーとなるサ

ーバーとしてCTstageを活用する。

今回のCTstage導入には、そんな将

来の戦略も織り込んでいるのだ。

アステルのPHSとCTstageで
企業のソリューション提案を

最近、企業ではCRMへの関心が高

まっているが、営業や保守担当に携帯

電話を持たせ、顧客情報や営業情報に

活用するモバイル連携も始まってい

る。出先などで顧客情報を確認したり、

過去の営業報告やスケジュール、eメ

ールの確認に利用するのだ。

アステルのメールサーバーだけでな

く、社内にあるイントラネットのメー

ルサーバーからeメールの着信をダイ

レクトに通知するなど、さまざまに活

用してほしいということから、同社で

は着信通知の仕様公開をしている。「た

とえば、会社のメールサーバーに自分

宛のメールが届いたら通知してくれる

ような仕組みを、CTstageを使い構

築していただくということが可能にな

ります」。

また、ドットi端末間では、直接メー

ルのやりとりができる「ダイレクトメ

ール」機能もある。これを利用すれば、

ある重要な顧客からのメールだけは通

知ではなく直接転送するというフィル

タリング機能をCTstage上に構築す

ることも可能だ。

仕様公開により、各企業では、イント

ラネットのアクセスサーバーに直接ダ

イヤルアップし、顧客の取引情報をド

ットi端末に表示するとか、在庫管理の

データを営業マンに見せるなど、さま

ざまな利用形態に合わせたアプリケー

ションが開発できる。そうなればドット

i端末が営業マンの情報端末として、大

きな可能性を広げていくことは確かだ。
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